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発災翌日（7月7日） 6:30 学校正門方面

【浸水高】・学校正門前 150cm ・校舎１階 65cm



発災翌日（7月7日） 6:30

【浸水高】・学校正門前 150cm ・校舎１階 65cm

令和２年７月豪雨を経験して

●災害に対する知識

●適切な行動をとる判断力

●災害に備える態度

自助・共助



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

防災に関する
知識・技能

●

→ 地球温暖化（海洋の温暖化）と
生活で排出する二酸化炭素の関係から

思考・判断・表現



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

防災に関する
知識・技能

思考・判断・表現

自助意識に課題（ の視点）

周囲の意識を高める（ の視点）



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

→ 浸水高や危険箇所などをフィールドワーク自分の身を守るための
思考・判断・表現

知識・技能



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

→ 子ども用・大人用・高齢者用に内容を分けてリーフレットを作成

地域の公民館・高齢者施設
保育園・お店などに設置

自分の身を守るための
思考・判断・表現

知識・技能



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

● 空き地が増えた

● 防災意識が低い

● 海や川が汚れている

● 危険な場所がある

● 植物が減っている

地域の課題
● 活気あふれる町

● 災害に強い町

● ごみがなく、きれいな町

● 安心・安全な町

● 自然豊かな町

目指す未来像

地域の課題

思考・判断・表現



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

アンケート調査 （計 ８６８名）

・三川地区公民館
・大牟田中央小学校
・宅峰中学校
・高齢者施設
・三池工業高校
・宮原中学校
・不知火保育園職員
・みなと小学校保護者

地域の課題

思考・判断・表現



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

被

災

地

域

被

災

地

域

外

災害に対する不安 災害に対する取組状況

防災意識に課題

地域の課題

思考・判断・表現



課題を捉える段階

原因を追究する段階

情報を発信する段階

●

自分たちにできること

知識・技能



結果分析３

・学習したことについて、家族や友達と話したり、実際に取り
組んだりしている児童がいる（58.3%）。

・問題を解決するために、まずは自分が行動する(44.4%)。
・問題を解決するために、他者に問題を知ってもらったりする
必要がある（44.4％）。
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